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1 はじめに
BoSCシステムとは, 境界音場制御の原理に基づく 3D音
場再現システムである [1]. このシステムでは, 収音装置のマ
イクロホン間隔に起因して空間ナイキスト周波数以上の帯
域では十分な再現精度が確保できない [2] が, 一方で, 受聴
者に高い「存在感」を与えることが生理的, 心理的に明らか
にされている [3]. そこで本稿では BoSCシステムにおいて
「存在感」を創生する物理量を, 周波数に着目して検討する.

2 実験
2.1 目的
BoSCシステムにおける「存在感」と制御周波数の関係を
検討する目的で, ナイキスト周波数を境にした高域と低域信
号の空間制御の度合いが「存在感」に与える影響を心理実験
によって検討する.

2.2 実験方法
2.2.1 刺激音生成方法
人が移動しながら作業をしている 2 種類の音源を実験に
使用した. 収音装置のマイクロホン間隔は 8cmであり, 従っ
てナイキスト周波数は 2kHzである.そこで Fig.1のような
処理条件で 4 種類の刺激音を作成した. 提示音圧レベルは
頭部中心位置で 72.0dB±2.0dB(LAeq)とした.
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Fig.1 音源処理

2.2.2 手続き
実験は暗騒音 24.8dBの音響樽内で行った. 被験者は音響
樽中央の椅子に着座し, 刺激音αとβからなる刺激対を聴取
した後, Table1 に示す４つの質問についてシッフェの一対
比較-中屋の変法- の両極 5 点法で回答した. Q1～Q3 につ
いて, 試験音αに対するβの相対評価を“-2 : 非常にそう感
じない”から“2 : 非常にそう感じる”の 5段階で回答させ,

Q4 については, 試験音βに対する絶対評価を, 50cm 以内,

50～100cm, 100～150cm, 150～200cm, 200cm以上の 5つ

の選択肢の中から選択させた. 被験者は健常な聴覚を有する
成人 10名であった.

Table 1 質問項目表
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3 実験結果
実験結果を Fig.2に示す. Q1～Q3について, 刺激音を要
因とした１要因分散分析を行った結果, 全ての条件において
主効果が認められた. また, 質問毎に多重比較を行った結果,

有意差が確認された. Fig.2 より, 全体の傾向として, V-V,

V-I と I-V, I-I 間に有意差が確認された. よって, BoSCシ
ステムにおける「存在感」の生成にはナイキスト周波数以
下の帯域の空間情報を再現することが重要であると考えら
れる.
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Fig.2 心理尺度

4 まとめ
本稿では音響樽が生成する「存在感」の要因である物理量
について周波数に着目して検討を行った. その結果, BoSC

システムによる音場再現においては, ナイキスト周波数以下
の帯域で音源の 3 次元方向情報を忠実に再現することがで
きれば「存在感」が提供できる可能性を示した. 今後は, 基
準となる周波数や音源を変更し, 聴感印象と周波数の関係性
をより詳細に検討する必要がある.
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